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特集
01 2021年秋に開業し、新たな神戸ウォーターフロントエリアのランドマークとなった、神戸ポートミュージアム。

アクアリウム、フードホール、ブライダルデスクで構成された文化複合施設です。
インスタグラムをはじめとするSNSで拡散され、神戸随一の「映えスポット」として話題になったátoa（アトア）。
オープンから1年半が経った現在でも、たくさんの写真が投稿され続けています。今号では、そんなátoaを特集！
皆さまの夏休みのおでかけの参考になればうれしいです。

神戸ポートミュージアム で
アクアリウム×アートの新感覚を体験

神戸ポートミュージアム外観
「隆起する大地と浸食する水により生ま

れた造形」を表現したデザイン。近代

的な外観が目を引きます。

átoa へと続く外階段。洞窟

の中へ入っていくようです。

出迎えてくれたのは ATOA Chatter

のアンドレス。インフォメーションの

案内係です。

凶暴な魚として知られるピラニア

（実は臆病な性格）。よく見ると体

に金色の鱗がついています。これ

も立派なアート！

透き通った水槽なので、魚たちが泳ぐ

様子をじっくり観察できます。

健康管理と学術調査の

データ収集に協力中の

アルダブラゾウガメ。

水槽の上にあるのは生きた植物。今も成長を続けてい

ます。

太陽の光を取り入れた最大水深 7m のオーバーハング水槽。
壁画「蛸富士」。手前の水槽といっしょに見ると、

銭湯のようです。近くで見ると細かい模様は迷路

になっています。

生きもののクイズや謎解きなど楽し

めるショーを不定期で開催！ ATOA 

Chatter のアンモーン長老に会えた

らぜひ話しかけてみて！
インフォメーションでは魚朱印を

販売。átoa にいる生きもののイラ

スト付きです。

ここがátoaの出発地点。
光る魚群とともに、館内へ入っていきます。 部屋に入った瞬間に感じたいい香り。海をイメージした香り

なのだとか。ゆらゆら揺れる青色の光と透明の大きな水槽
でまるで海の中にいるようです。

海から森へ一気に移動。
おとぎ話の世界をイメージしたゾーンです。

知的好奇心がくすぐられるゾーン。
たくさんの仕掛けが隠されています。

　薄暗い洞窟の中に入っていくかのような演出が施

されたátoaのエントランス。足を一歩踏み込めば、

幻想的な空間が広がります。

　átoaという名前の由来は「アクアリウム（水族館）」

と「アート」の融合。舞台美術やデジタルアートがふ

んだんに使用された館内は見どころも盛りだくさん

です。光や香りなど「五感で感じる」演出が随所に

盛り込まれ、幻想的な世界に入り込んだような感覚

を味わうことができます。

　館内は８つのテーマに分かれており、それぞれの

テーマを表現した様々なデザインの水槽を展示。水

槽には、魚類を中心に無脊椎動物、両生類、爬虫類、

鳥類、哺乳類など多様な生きものたちが暮らしていま

す。通常の水族館では、ひとつのエリアに同じ地域

の生きものを展示することが一般的ですが、átoaで

はひとつのゾーンに様々な地域の生きものが暮らし

ており、独創的な雰囲気が漂います。

　また館内には、額装された水槽や、手で触れて動

かすことのできるオブジェ、その他数多くのアートが

点在しています。アートを探しながら巡る新感覚の

水族館。みなさんも是非体験してみてください。
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GALLERYに展示中の
壁画アート「BLUE CARBON」は
特設サイトにも注目！
地球温暖化対策の新しい選択肢として注目され、生物多様性

保全につながると期待されているブルーカーボンをご存知で

すか？ átoa では、ブルーカーボンについて

理解を深めていただくための壁画アートを

さらに詳しく、わかりやすく解説した特設

サイトを今年５月にリニューアルしました。

AQUARIUM×ART átoa（アトア）
〒650-0041 兵庫県神戸市中央区新港町 7 番 2 号
電話：078-771-9393
営業時間：10:00～20:00 ／年中無休
料金：通常時　大人（中学生以上） 2,400円  子ども（小学生）1,400円 

幼児（３歳以上） 800円　幼児（3歳未満）無料＜価格変動制ですので、

事前にご確認ください＞

詳細はHPをご覧ください。

https://atoa-kobe.jp/information/

神
戸

元町

三ノ宮

三宮・花時計前駅
神戸市営地下鉄海岸線

神戸市営地下鉄海岸線JR神戸線

JR神戸線
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ランド駅
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オブジェを動かすと、

ペンギンの影絵が出現！
メリケンパークを臨む。

特集
01

バーカウンターを見上げるとここにも水槽。

MARINE NOTE と繋がっています。

昔々は、ひらひらと泳ぐ金魚を上から眺めて楽しんだそう。

こちらのゾーンでは、上から眺められる展示になっています。

壁には、四季折々のイメージが投影されます。

様々な動物のおしりの匂いがかげるコーナー。

átoa の飼育員さんは、

ペンギンを顔で判別し

ているとのこと。難し

そうです。

コツメカワウソが昼寝をしているハンモックは、

神戸市消防局から提供された使えなくなったホース

でできています。なんとátoaの職員さんの手作り！

　同じ建物の１階には、átoaのミュージアムショップと、フードホール「TOOTH TOOTH 

MART FOOD HALL＆NIGT FES」があり、átoaに入館しなくても立ち寄ることができます。鮮やかで優雅な金魚や錦鯉に日本の
美学を感じられるゾーン。

丸みを帯びた水槽や、どことなく宇宙を思わせる生きものたち。
ここでしか体験できない神秘的な異空間です。

五感で感じる体験。
生きものたちへの好奇心が高まります。

神戸の空が見える庭で、生きものたちが暮らしています。

水槽が額縁に入ったアート作品に。

赤いエビはどこかの

星の宇宙人のよう。

こちらの魚も、体の

色がどことなく宇宙

を感じさせます。

日本最大。直径３ｍもある球体の水槽。

光と音を駆使したショーも行われます。

ここにも ！ アート発見

和と灯の間

MIYABI
奇跡の惑星

PLANETS

空辺の庭

SKYSHORE
探求の回廊

GALLERY

とお土産 ににグルメグルメ 立ち寄り立ち寄り

開催場所 ： 2階 MARINE NOTE 生命のゆらぎ

時　　間 ： 10：30～16：00（最終受付15：30）
※作品は制作後すぐにお持ち帰りいただけます。所用時間

は20～30分程度です。

価　　格 ： 2,800円（税込）～※パーツによって値段がかわります。

開催期間 ： 2023年7月15日（土）～8月末までの土日とお盆に

開催

すきなパーツを選んで
オリジナル作品づくりを体験

テラス席で

海風を感じながら

いただくのも楽しい

夏

休み
期間
中イベント

4 5
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ポートアイランド
（神戸市中央区）

神戸空港

大阪湾海上交通センター

関西国際空港

大阪北港
ポートアイランド

左手ヶ原
江埼

大阪湾海上交通センター旧庁舎

大阪湾海上交通センター
新庁舎

管
制

機能を移転

海上保安庁　大阪湾海上交通センター海上保安庁

大阪湾海上交通センター
愛称：マリンタクトKOBE

令和5年３月12日 
淡路島から神戸へ 移転・機能強化

 移転の経緯・背景

愛称は「マリンタクトKOBE」
　神戸市のポートアイランド南西角で一際存在感を放つ高さ43.9メートル

（3階建+レーダー塔）の海上保安庁の大型施設、その名も「大阪湾海上交

通センター」。

　同センターはこれまで、明石海峡をのぞむ淡路島の北端に所在し、明石

海峡をはじめとする広大な海域において船舶交通に関する情報を収集・把

握し、船舶の安全運航に必要な情報提供等を行ってきましたが、関西国際

空港連絡橋への船舶の衝突事故を踏まえ、管区本部（神戸市所在）との連

携海域の監視・情報提供体制の強化を図るため、令和5年3月12日にここ

神戸の地に移転してきました。

　本号では、大阪湾海上交通センターを余すことなくご紹介します。

　五管区海上保安本部では、平成30年9月台風21号の影響により、
関西国際空港周辺海域に錨泊していた船舶が走錨※し、同空港連絡橋
に衝突するなど、近年、大型の台風をはじめとした異常気象の頻発・
激甚化に伴い、船舶交通の安全や臨海部における施設の機能が阻害
され、人流・物流に甚大な影響を及ぼすような事故が発生しているこ
とを受け、同空港周辺海域を含む大阪湾北部海域において、荒天時の
走錨等に起因する事故の再発防止のほか、海域の監視・情報提供体制
を強化するなど、安全対策の強化に取り組んできました。
　大阪湾海上交通センターの移転・機能強化もこの一環であり、レー
ダーや高機能カメラを新たに整備するなど、大阪湾北部海域の海上交
通の安全を支える体制を整えました。

（※船舶が錨をおろしたまま強い風や波等の影響で流されてしまうこと）

　センターの移転に先立ち、広く国民の皆様に海上
保安庁の業務を知って頂くとともに、地元に長く愛さ
れる施設を目指すという趣旨で、新庁舎の愛称を募
集したところ、数多くの御応募の中から地元に密着
した愛称選考委員会により最終的に「マリンタクト
KOBE」という愛称が決定しました。
　この愛称には、海上交通センターが船を正しく導
く様子をオーケストラで指揮者がタクトを振る姿に
なぞらえ、“航路のハーモニー”を奏で続けることを
願う作者の想いが込められているそうです。
　「マリンタクトKOBE」という愛称に込められた想
いに恥じぬよう、これからも所長を筆頭に職員が一
丸となって正しくタクトを振り、海上交通の安全確保
に取り組んでいくとの意気込みを語ってくれました。

　新しい庁舎は3階建てで延べ床面積は約1,800平方メートル、運用管制室は最上階にあり、
約360平方メートルのワンフロアで、壁面には縦1.4メートル×横3.6メートルの多画面装置、
更にその左右にはそれぞれ10面のモニターを整備しました。
　これにより全ての管制卓のモニターをこの壁面モニターに映し出すことができ、緊急時の状
況を即時共有することができるようになりました。

愛称選考委員会
建築に携わった方や海事関係者、地元の中学校・
高校の生徒会長さんにも参加頂き、みなとまち神
戸にふさわしい愛称が誕生しました。
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海事関係業務に長く従事

　私は主に海事局を中心に携わってきましたが、運輸省
を選んだ理由は二つあります。各省庁の局の中で、海事
局はおそらく唯一、産業、環境保全、労務の3分野を扱い
ますが、そこに魅力を感じたのが一つ。二つ目は、船関
係なので国際業務に携わる機会が多いのではないかと考
えたことです。
　特に印象に残っているのは、ロンドンに本部を置く国際
海事機関（IMO）での仕事です。船舶の安全や海洋環境保
全に関する条約策定や改正を行うもので、9.11後のテロ
対策の新たな条約づくりや、途上国への技術協力プロジェ
クトなどに事務方として携わりました。日本を含む加盟
国170カ国余りが議論を重ね、調整する、その舞台裏を見
聞し、関わることができたのは非常に良い経験でした。
　また、東日本大震災復興対策室での業務も印象深いも
のでした。制度をゼロからつくり、でき得る限り地元に
出向いて、みなさんに寄り沿って対応しました。

大阪・関西万博への海上航路開設を支援

　神戸にはご縁があり、2年前にも当部海上安全環境部長
として赴任し、水上バイクの安全対策などを担当しました。
　当部は全国に10局ある地方運輸局の一つとして、兵庫
県内の海事行政を中心に、自動車、観光などの運輸行政
を担っています。新型コロナウイルス感染症の5類感染症
への移行、2025年大阪・関西万博の開催など、追い風に
うまく乗り、関連機関の方々と連携を強め、県内の運輸
業界がより良くなるよう努めていきます。例えば、万博

に向け、県と会場を結ぶ海上航路の開設など、支援して
いきたいと考えています。
　また、県内には船舶エンジンやプロペラなどの機器を
製造する舶用メーカーが多く、みなさんの意見を直接う
かがうことができるので、積極的に意見交換しながら、
県内ならではの課題を本省に届けるのも私の役割です。
　物流業界の2024年問題についても、モーダルシフトの
受け皿となる海運の課題の一つである船舶、船員両方の
高齢化や船員不足などの課題解決に向け、知恵を絞って
いきたいと思います。

豊かな観光資源とともに
神戸港をより活性化へ
　私は横浜出身で、元々海に親しみを持っていますが、
神戸には六甲山もあります。山から海まで徒歩圏内で、
三宮駅周辺に商業、行政などさまざまな機能が集約され
ており、利便性が非常に高い。面的に美しく整備され、
歩きやすい。三宮駅周辺もよく練られた都市設計という
印象です。人々もフレンドリーで住みやすい街だと思い
ます。
　その神戸の街は、歴史ある港なくしては語れません。
神戸港の魅力を活かし、豊かな観光資源も活かした一層
の活性化を期待しており、私たちもサポートしていきま
す。インバウンドについては、訪日外国人旅行者の数だ
けではなく、一人当たりの消費額を増加させるための政
策を考える時が来ています。神戸市内、兵庫県内にいか
に滞在していただけるかを考えながら、様々な取組を後
押ししていきたいと思います。

港湾エリアの土地整備を中心に携わる

　1988年4月に入庁し、市営住宅や再開発ビル建設などの
仕事も担当しましたが、震災以降、港湾整備局（現・港湾局）
で埋め立てた土地整備やそこへの企業誘致に長く携わっ
てきました。
　当時は港湾エリアで多くの土地が空いており、震災に
よって疲弊した企業が多い中、いかに進出していただく
かが最重要課題でした。そこで、新たな企業体に進出し
ていただけるよう、規制緩和を図りながら、ルールづく
りを行いました。規制緩和については当初は厳しいもの
がありましたが、粘り強く対応してご理解いただき、中
古自動車や中古建機、交通系などの新たな企業体の進出
につながりました。土地整備に関する仕事は、その土地
をよく見る、よく知ることが非常に重要で、決して机上
では終わらせないと何度も現地に通って取り組みました。

 観光ソフト面をより充実へ

　神戸観光局では、神戸市と周辺地域の多様な観光資源
を活用し、地域経済、神戸港の発展を目指して積極的な
取り組みを進めています。私は中でも港湾振興部を専門
に担当しますので、これまで培ってきた経験を十分に活
かし、ウォーターフロントを中心に、市民、観光客のみ
なさんが集い、楽しんでいただけるように注力していき
ます。
　2024年春に向けての神戸ポートタワーのリニューアル
工事、2025年春開業予定の神戸アリーナの建設などハー

ド面の開発が着々と進んでいます。今後、ソフト面での
充実をさらに図っていきたいと考えています。昨年度も
好評をいただいた、音楽と花火をシンクロさせた分散型
花火イベントや、冬のメリケンパークで行うイルミネー
ションイベント等特に夜を楽しめる企画を進め、神戸の
ナイトタイムをより盛り上げていきます。
　また、豪華客船をはじめ、帆船などの入港が回復傾向
にあります。乗船していただくのはもちろん、見るだけ
でも十分楽しめますので、気軽に港に足を運んでいただ
けるよう、情報発信などを的確に進めていきたいと思っ
ています。

神戸の魅力を深掘りし、発信

　私は神戸市垂水区出身で、子どものころからよく海釣
りに出かけたものです。元町、三宮の繁華街、六甲山に
有馬温泉など気軽に出かけることができ、神戸の街は何
をするにもアクティブに活動しやすい、住みよい街だと
実感しています。
　神戸は元々、人々が知恵を絞って育ててきた街、港も
人の力でゼロから発展してきました。都市と港が非常に
近いのも特徴であり、大きな強みかと思います。
　2030年前後の神戸空港国際化も見据え、今後も市民の
みなさん、関係各所のみなさんとともに官民一体となっ
て、時代に合った変化に、柔軟にスピード感を持って対
応しながら、神戸の魅力を発信していきます。
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ナイトタイムをより盛り上げていきます。
　また、豪華客船をはじめ、帆船などの入港が回復傾向
にあります。乗船していただくのはもちろん、見るだけ
でも十分楽しめますので、気軽に港に足を運んでいただ
けるよう、情報発信などを的確に進めていきたいと思っ
ています。

神戸の魅力を深掘りし、発信

　私は神戸市垂水区出身で、子どものころからよく海釣
りに出かけたものです。元町、三宮の繁華街、六甲山に
有馬温泉など気軽に出かけることができ、神戸の街は何
をするにもアクティブに活動しやすい、住みよい街だと
実感しています。
　神戸は元々、人々が知恵を絞って育ててきた街、港も
人の力でゼロから発展してきました。都市と港が非常に
近いのも特徴であり、大きな強みかと思います。
　2030年前後の神戸空港国際化も見据え、今後も市民の
みなさん、関係各所のみなさんとともに官民一体となっ
て、時代に合った変化に、柔軟にスピード感を持って対
応しながら、神戸の魅力を発信していきます。







　憧れのクルーズ客船や港の魅力がたっぷり詰まったイベン
ト「客船フェスタ2023」を、今年は２日間開催します。
　神戸港から乗船できるクルーズの紹介ブースや、神戸港オ
リジナルスタンプでトートバッグを作るキッズワークショッ
プなど、幅広い世代が楽しめる企画が盛りだくさんです。外
国客船２隻が入港予定の２日目は、クルーズ客船を間近で見
られるチャンス！皆様のご来場をお待ちいたしております。
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　神戸港から乗船できるクルーズの紹介ブースや、神戸港オ
リジナルスタンプでトートバッグを作るキッズワークショッ
プなど、幅広い世代が楽しめる企画が盛りだくさんです。外
国客船２隻が入港予定の２日目は、クルーズ客船を間近で見
られるチャンス！皆様のご来場をお待ちいたしております。



写真は2022年のものです

企画展「ボトルシップ作品展
世界をつなぐ帆船」好評開催中

企画展「カワサキロボット」を開催いたしました

夏休み期間中のイベントご案内

　神戸海洋博物館では、2023年4月18日（火）から5月21日（日）
まで企画展「カワサキロボット」を開催しました。
　昨年度、当館にて好評を博したワークショップ「カワサキロボッ
トエンジニアになろう」（カワサキロボットサービス株式会社主催）。
今年度の開催頻度を増やすことが決定したことを受けて、川崎重
工業株式会社の産業用ロボットをパネルと映像でご紹介。ロボット
が社会に果たしてきた役割と人間とのかかわり方について考える
機会となり、子どもから大人まで多くの来館者の方々にお楽しみい
ただきました。

　神戸海洋博物館では、７月15日（土）16日（日）17日（月・祝）と
８月11日（金・祝）12日（土）13日（日）の６日間、ワークショップ
を行います。トートバッグ作りやふうりん作りなど、子どもたちに楽
しんでもらえるイベントをたくさんご用意しております。
　また、昨 年 好 評 をいた だきましたナイトタイム エコノミー
「KOBE Summer Night Museum」を本年も開催いたします。
8月の毎週土曜日、開館時間を通常18時から20時まで延長。皆さま
のご来館を心よりお待ちしております。（開催日：8月5日、12日、
19日、26日の全４日程）

　神戸海洋博物館ボトルシップ愛好会による作品展「ボトルシップ作品展　世界をつなぐ帆船」
を7月17日（月・祝）まで開催しています。今年は「世界で活躍した・している帆船」をテーマに作
品を展示しています。
　本展では、ボトルシップ作品のみならず、製作過程もご紹介しています。これを機会にボトル
シップの魅力に触れていただき、海や船にご興味を持っていただくきっかけ作りに是非ご覧く
ださい。（※展示最終日のみ15時閉場）

　また、7月9日（日）には例年ご好評をいただいているワークショップ「子どもボトルシップ教
室」を開催予定。神戸海洋博物館ボトルシップ愛好会の皆様を講師に迎え、一緒にボトルシッ
プを作っていただくお子さま向けの教室です。（※要事前予約、詳しくは神戸海洋博物館HPへ）

●開館時間 10：00～18：00（最終入館17：30まで）
月曜日（月曜日が祝日の場合翌平日）、
年末・年始

●休 館 日

●交　　通【電車】市営地下鉄海岸線「みなと元町駅」から徒歩約10分
／JR・阪神「元町駅」から徒歩約15分／神戸高速（阪急・
山陽）「花隈駅」から徒歩約15分

   【車】山陽新幹線「新神戸駅」から約15分／阪神高速道路
京橋ランプから約5分／ハーバーハイウェイ新港ランプから
約5分（周辺に有料駐車場あり）

7月は「カワサキロボットエンジニアになろう！」を開催します
　カワサキワールドでは「カワサキロボットエンジニアになろう！」を開催します。
当イベントは「産業用ロボットとは何か？」「産業用ロボットはどのようなことを
しているのか？」など、普段はあまり目にすることのない産業用ロボットについて
学べます。内容については開催日ごとに異なり、７月はPCを使ったプログラミン
グを体験しながら産業用ロボットの仕組みについて知ることができるプログラムの予
定です。当イベントは今後も開催される予定ですので、ぜひご参加ください。

※小学３年生～中学３年生の方が対象です。
※参加費用が必要となります。
※参加には事前の予約が必要です。
　右記QRコードからご予約ください。

７月開催日程

7月29日㊏～30日㊐

カワサキロボットエンジニアになろう！

昨年度のワークショップの様子

今年度のボトルシップ作品展の展示風景

16 17
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が社会に果たしてきた役割と人間とのかかわり方について考える
機会となり、子どもから大人まで多くの来館者の方々にお楽しみい
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　神戸海洋博物館では、７月15日（土）16日（日）17日（月・祝）と
８月11日（金・祝）12日（土）13日（日）の６日間、ワークショップ
を行います。トートバッグ作りやふうりん作りなど、子どもたちに楽
しんでもらえるイベントをたくさんご用意しております。
　また、昨 年 好 評 をいた だきましたナイトタイム エコノミー
「KOBE Summer Night Museum」を本年も開催いたします。
8月の毎週土曜日、開館時間を通常18時から20時まで延長。皆さま
のご来館を心よりお待ちしております。（開催日：8月5日、12日、
19日、26日の全４日程）

　神戸海洋博物館ボトルシップ愛好会による作品展「ボトルシップ作品展　世界をつなぐ帆船」
を7月17日（月・祝）まで開催しています。今年は「世界で活躍した・している帆船」をテーマに作
品を展示しています。
　本展では、ボトルシップ作品のみならず、製作過程もご紹介しています。これを機会にボトル
シップの魅力に触れていただき、海や船にご興味を持っていただくきっかけ作りに是非ご覧く
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室」を開催予定。神戸海洋博物館ボトルシップ愛好会の皆様を講師に迎え、一緒にボトルシッ
プを作っていただくお子さま向けの教室です。（※要事前予約、詳しくは神戸海洋博物館HPへ）

●開館時間 10：00～18：00（最終入館17：30まで）
月曜日（月曜日が祝日の場合翌平日）、
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●休 館 日

●交　　通【電車】市営地下鉄海岸線「みなと元町駅」から徒歩約10分
／JR・阪神「元町駅」から徒歩約15分／神戸高速（阪急・
山陽）「花隈駅」から徒歩約15分

   【車】山陽新幹線「新神戸駅」から約15分／阪神高速道路
京橋ランプから約5分／ハーバーハイウェイ新港ランプから
約5分（周辺に有料駐車場あり）

7月は「カワサキロボットエンジニアになろう！」を開催します
　カワサキワールドでは「カワサキロボットエンジニアになろう！」を開催します。
当イベントは「産業用ロボットとは何か？」「産業用ロボットはどのようなことを
しているのか？」など、普段はあまり目にすることのない産業用ロボットについて
学べます。内容については開催日ごとに異なり、７月はPCを使ったプログラミン
グを体験しながら産業用ロボットの仕組みについて知ることができるプログラムの予
定です。当イベントは今後も開催される予定ですので、ぜひご参加ください。

※小学３年生～中学３年生の方が対象です。
※参加費用が必要となります。
※参加には事前の予約が必要です。
　右記QRコードからご予約ください。

７月開催日程

7月29日㊏～30日㊐

カワサキロボットエンジニアになろう！

昨年度のワークショップの様子

今年度のボトルシップ作品展の展示風景
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「港の行事」は三つの事業の総称で、神戸まつりのオープニング行事として
位置づけられているもので、4年ぶりに神戸ポートオアシスにて開催しました。
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位置づけられているもので、4年ぶりに神戸ポートオアシスにて開催しました。
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